
エリアの現状
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資料５（公開用）



エリアの弱み・強み・機会
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弱み
強み 機会

土地
利用

公共
空間

交通

組織

建物の更新が進まない
老朽化建築物の増加
低未利用地の増加
(都市のスポンジ化)
地価の停滞

交通環境の整備が不十分
(鉄道による市街地の分断)

居場所となる空間が少ない
自動車中心の道路空間
公共空間の活用が不十分

エリア間の連携意識の
萌芽はあるが、体制は
固まっていない

基盤
再編

プレイ
ヤー

地域
資源

広域交通の結節点
新潟駅周辺整備事業の推進
万代シテイリニューアル
次世代通信環境の整備
公⺠連携スマートシティの推進
都市再生緊急整備地域の指定

新潟市のシンボル萬代橋と
その遺構
信濃川の魅力的な水辺

多様な⺠のプレイヤーが存在
プレイヤー間の連携意識の萌芽
やすらぎ堤等公共空間が活性化

新しい
生活様式

都市
再生

Society
5.0

環境
防災
SDGs

新たなライフスタイルへの転換と
価値観の変化
選ばれる都心としての魅力発信の
好機

居心地が良く歩きたくなるまちなか
づくり（まちなかウォーカブル推進
事業／歩行者利便増進道路）
まちづくりと連携した駐車場施策の
推進

デジタルトランスフォー
メーション（※）や新たな
産業創出
※進化を続けるデジタルテクノロジーが、人々
の生活に影響を与え、日々の生活を豊かにして
いく」という概念

災害・感染症等に対応した安心でき
る都市環境
環境や社会に配慮した投資など環境
意識の高まり
SDGs（持続可能な開発目標）の推進

郊外
道路

万代島ルートの整備による
都心部への通過交通流入量
の減少



【弱み】⼟地利⽤
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〇 建物の更新が進まない 〇 ⽼朽化建築物の増加
〇 低未利⽤地の増加（都市のスポンジ化の進⾏） 〇 地価の停滞

■建物の更新が進まない／⽼朽化建築物の増加 ■低未利⽤地の増加
空地・平面駐車場等

：約16ha

空地・平面駐車場等

：約23ha

H21

資料︓新潟市都市計画基礎調査（H30）

空地・ 平
面駐車場

約７ha増



4

■駐⾞場の分布

・現在の新潟駅・万代地区には、主要な歩⾏ルート沿いにも沿道に駐⾞場が⽴地し、歩⾏者の快適な歩⾏環境や賑わい
の創出を図るうえで課題となっている（当該地区の商業地域の約1５％が駐⾞場として利⽤）

（2018年）新潟市都⼼部の駐⾞場の分布

■（当該地区）駐車場の面積と台数

15.3％

14.9％

：駐車場

【弱み】⼟地利⽤

商業地域 111.0 ha
駐車場面積 17.0 ha
駐車場台数 10.6 千台

駐車場整備地区 31.5 ha
駐車場面積 4.7 ha
駐車場台数 2.7 千台



【弱み】⼟地利⽤
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■地価の停滞

資料︓第１回新潟都⼼地域 都市再⽣緊急整備地域準備協議会資料

・商業地の最⾼地価は、政令市平均・主な政令市・北陸２市では過去10年で上昇傾向のなか、本市では停滞
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資料︓国⼟数値情報より作成

地価公示の地点案内図

【弱み】⼟地利⽤
■地価の停滞

・新潟駅付近（A地点=大通沿い）の地価はバブル崩壊後は一貫して減少傾向だが、H17以降の下げ幅は⼩さい
・B地点（花園）やC地点（万代）はH27に下げ止まり、R2年は回復基調にある



【弱み】交通
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〇 交通環境の整備が不⼗分（鉄道南北市街地の分断）

■南北市街地の分断

・鉄道により南北市街地が分断されており、⾞で鉄道を横断できる場所は限られ、渋滞の発⽣や交通安全に課題を抱えてい
る。

新潟駅

：鉄道横断箇所



【弱み】公共空間
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〇 居場所となる空間が少ない 〇 ⾃動⾞中⼼の道路空間
〇 公共空間の活⽤が不⼗分（例︓旧新潟駅前通）

■公共空間等に関する
現状・特性・課題



【弱み】組織
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〇 エリア間の連携意識の萌芽はあるが、体制が固まっていない

■（参考）国⼟交通省都市局「官⺠連携まちなか再⽣推進事業」に基づくエリアプラットフォーム

＝市区町村とまちづくり団体・法⼈で構成し、学識者などの参画や⽀援を得て設ける協議組織

出典︓ 「官⺠連携まちなか再⽣推進事業」について（国⼟交通省都市局 まちづくり推進課）



【強み】基盤再編
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〇広域交通の結節点 〇新潟駅周辺整備事業の推進 〇万代シティリニューアル
〇次世代通信環境の整備 〇公⺠連携スマートシティの推進 〇都市再⽣緊急整備地域の指定

■エリア周辺での取組状況

高架下交通広場
ガルベストン通利活⽤

社会実験（R2）

南⼝⻄地区開発

APAホテル・マンション開発
ミズベリング信濃川やすらぎ堤

公開空地利活⽤社会実験（R2）

新潟駅
万代広場

弁天公園活性化
社会実験（R2〜）

万代テラス賑わい創出事業（R3〜）

COI新潟ビル開発

日本⽣命ビル開発

萬代橋橋詰利活⽤
社会実験（R2〜）

万代シテイリニューアル

旧新潟駅前通
再⽣の取組
（R1〜）

（仮称）バスタ新潟

©新潟交通

万代地区



【強み】基盤再編
■都市再⽣緊急整備地域（令和3年9月1日指定）
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・東京一極集中の是正などを目的に、
地方創⽣を推進するため、地方都市
に質の⾼い投資を呼び込み、都市開
発を推進するための地域指定制度
・指定地域内では、容積率の緩和など
様々な特例が活⽤可能



【強み】地域資源
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〇 新潟市のシンボル萬代橋とその遺構 〇 信濃川の魅⼒的な⽔辺

■萬代橋（国指定重要文化財）

■信濃川の魅⼒的な⽔辺

■萬代橋の遺構



【強み】プレイヤー
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〇 多様な⺠のプレイヤーが存在 〇 プレイヤー間の連携意識の萌芽
〇 やすらぎ提等公共空間が活性化

■やすらぎ提の活⽤ ■県庁職員と⺠間プレイヤーが中⼼となり企画・運営

BANDAIBASHI coffee stand



【強み】プレイヤー
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■新潟駅と万代シテイの連携イベント

万代ガルベストン通活性化イベント

■沿道の飲食店が中⼼となり企画、実施



【機会】新しい生活様式
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〇 新たなライフスタイルへの転換と価値観の変化 〇 選ばれる都⼼としての魅⼒発信の好機

■デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対応した都市政策のあり方検討会 中間とりまとめ（令和3年4月）



■選ばれる都市 新潟
〜ウイズコロナ・ポストコロナ

時代のまちづくり〜
（令和3年2月）

【機会】新しい生活様式
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【機会】都市再生
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〇 居⼼地が良く歩きたくなるまちなかづくり（まちなかウォーカブル推進事業／歩⾏者利便増進道路）
〇 まちづくりと連携した駐⾞場施策の推進

■まちなかウォーカブル推進事業（国⼟交通省）



【機会】都市再生

■歩⾏者利便増進道路（国⼟交通省）
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【機会】都市再生
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■まちづくりと連携した駐⾞場施策ガイドライン（国⼟交通省）



【機会】都市再生
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■まちづくりと連携した駐⾞場施策ガイドライン（国⼟交通省）



【機会】郊外道路
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〇 万代島ルートの整備による都⼼部への通過交通流⼊量の減少

■⾃動⾞・歩⾏者交通量

・⾃動⾞交通量は減少している。H14年柳都大橋・みなとトンネルの開通後、萬代橋の⾃動⾞交通量が年々減少し、 都
⼼軸上の交通混雑の緩和がみられる
・まちなかの歩⾏者通⾏量は、新潟駅周辺ではこの10年間でほぼ増減なし。万代周辺は年によって増減があるもののH30
年からは増加傾向。（参考として古町周辺は減少傾向が続く）

新潟市中心市街地の歩行者通行量の推移

資料︓第１回新潟都⼼地域 都市再⽣緊急整備地域準備協議会資料（一部編集）

新潟駅周辺は横ばい

万代周辺はH30から増加傾向40％以上

減少



【機会】Society 5.0
〇 デジタルトランスフォーメーションや新たな産業創出

■Society 5.0による人間中⼼の社会の実現（内閣府）
・Society5.0とは、サイバー空間とフィジカル空間を⾼度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両⽴
する、人間中⼼の社会
・ビックデータを踏まえたAIやロボットが今まで人間が⾏っていた作業や調整を代⾏・⽀援するため、⽇々の煩雑で不得⼿な作
業から解放され、誰もが快適で活⼒に満ちた質の⾼い⽣活を送ることができるようになる
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【機会】環境 防災 SDGｓ
〇 災害・感染症等に対した安⼼できる都市環境
〇 環境や社会に配慮した投資など環境意識の⾼まり
〇 SDGs（持続可能な開発目標）の推進

■SDGsの視点
を踏まえた本
市の取組

2
3


